








1.研究目的 

今日の医療のなかでもことに産科における超音波診断法の役割は非常に大きい。特に最近

数年では超音波断層法,とりわけ電子スキャンの発達がめざましく,またその改良発達につ

れて急激な普及の様相を示している。本診断法では微弱な超音波が生体に射入されるので,

その作用,ことに胎児障害の有無が危倶され,まず超音波ドプラ装置について検討されたが

,市販の本装置の安全域は広いことが証明された。しかし超音波ドプラ一法に用いられる超

音波は連続波であって,断層法に使われているパルス波とは異なっている。超音波断層法の

パルス波は,1個のパルス超音波のパルス幅が1～3μsで,超音波の2～数波が含まれている

。このパルス波は一定の時間間隔をおいて周期的に発信され,繰り返し周波数は数 kHz 以内

である。ごく短時間持続するパルス超音波が間隔をおいて発信されるから,全体を平均する

と音強度は非常に小さくなり,連続波生体作用閾値よりもはるかに下方にあって問題にな

らないぐらいであるが,1 個のパルス波の瞬間的なピーク音強度は大きく,急激な立上りが

頻回に反復するため,その衝激の影響も懸念されたため,診断装置に使われるようなパルス

超音波の安全性について検討することが緊急に必要と考えられ,本研究が開始された。 


